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lO ll 14 1






























ga& ri.kyoto-u.ac.jp田中 正之 mtanaka@pri.kyot-u.acjp
酒井 道子 sakai& ri.kyoto-u.ac.jp
琵知学習分野 Fal:0568-62-9552正高 信男 m
asataka& ri.kyoto-u.ac.jp松井.智子. ふtsui@pri.kyot-u.ac






u.ac.jp鈴木 冬季 ysuzuki& ri.ky
oto-u.ac.jp -3-器官調節分野･TelrF









田 .正代 miyata@pri.kyoto-u.acjPニホンザル野外観察施設 FaI:056SJ;2-95
75渡連 邦夫 watanabe& ri.kyoto-u.acjp室山 泰之 muroyma@pri.kyto-u.ac.jp
阿部 志 abe&ri.kyoto-u.ac.jp幸島観察所 TeI:0987-77-0045/Fax:0987-77-025
1冠地富士男 kanchi@pri.kyoto






山 節松林 滑明上野 舌-鈴木 樹理熊崎 晴則阿
部 政光釜中 慶朗前田 典彦加藤 朗野森本






















(7件) 41,600受託事業費 2 . 3
76間接経費 9
,320全学共




寄附金 (5件) 8,007合計 1,273
,238(1)2004年度 (平成
16年度)受託研究費 内訳一覧研究種別 研究代表者 金額 研究課題受託研究費 中村伸 300 霊長類でのバイオメディカル試験の事業可鹿性に関す





言語習得の身体的基盤の認知神経科学的研究 ′受託研究費 正高信男 700 学習困難 神経
心理学的評定受託研究費 大石高生 690 脳脊髄損傷からの機能回琴における軸索構
造の変化合計 7件 41,60
0※金額は､間接経費を除く(2)2004年度 (平成 16年度)受
託事業費 内訳一覧研究種別 研究代表者 金額 研究課題受託研究員 中村伸 271サルモデルでのアレルギー
(3)2QO4年度 (平成16年度)文部科学省科学研究費補助金 内訳一覧
研究種別 研究代表者 金筋 研究
裸掴特定領域(2) 三上草允 3,900 眼球運動発現におけるFS細胞
の役割の解明特別推進(2) 松沢哲郎 933 認知
と行動の霊長類的基盤特別推進(2) 松沢哲郎 53,200
思考と学習の霊長類的基盤基盤研究(A)(I) 溝田穣 5,700 ヒトを含む喪長




























00 群れの空間構造 :個体の行動から群れ全体の構造を探る若手四)(2) .田中正之 9 絵の認識と表出に関する比較認
知発達的研究特別研究員奨励費 伊藤 (大塚) I,100 内分泌撹乱物質が雄マカクザルの精子形成に及ぼす影響-ヒト麻里子 精子形成障害モデルの確立座馬耕一郎 野生チシパンジーにおける利他行動の進化
特別研究員奨励費 鍔本武久早川祥子 1,100loo. ボンダウン屑の晴乳類化石の記載と東アジアの新生代前半における嘱乳類の進化ニホンザル 群れ間遺伝子交流とその進
化特









3※金額は､間接経費を除く(4)2004年度 (平成 16年度)21世紀COE研究拠点形成費補助金 内訳一覧
研究種別 研究代表者 金額 研究課題21世紀coE研究拠点形成費 正高信男 39,500 生物多様性研
究の統合のための拠点形成合計 1件 39,500 l(5)2004年度 (平成 16年度)厚生労働省
科学研究費補助金 内訳一覧研究種別 研究代表者 金額 研究課題厚生労働省科学研究費補助金 鈴木樹理 500 霊長類を用いたアル
ツハイマー病に対する経口治療薬の開発とその臨床応用の試み合計 1件
500(6)2004年度 (平成
16年度)日本学術振興会先端研究拠点事業 内訳一覧研究種別 研究代表者 . 金額
研究課題日本学術振興会先端研究拠点事業 松沢哲郎 . 18,350 人
間の進化の霊長類的起源合計 .1件 1
8,350(7)2004年度 (平成 16年度)寄附金
内訳一覧･補助金等種別 研究代表者 金額 研究課題(財)住友財団 清水慶子 与57 霊長類学に関する総合的研究不二たん白質研究振興財団東洋銅鉱 (樵)技術 所 中村伸浅間一雄 4,4109 ダイズ食品 .成分による加齢性機能障害および生活習慣病の予防作用 :サルモデ



















































































































































ル 4チンパンジー 15合計 78
8区分種名 増加 減少 (死
亡など)出 導 実 事 外 呼 潤 感 そ 読渡.
荏 入 敬 故 倭 敬 化 虫 の殺 死 死 栄系戻忠 器系戻瓜 症 他剖検不鰭等コモンマ-モセ
ットワタボウシクマリンヨザルフサオマキザルニホンザル 34127 452 2


















































































属 PapiosLP. 403マンドリル属 Ma
ndriIlusspp. 18世
界ザル Ceboldea 1423リス 属 SaL'
mL'risciure〟3 985ヨザル属 Ao
LustrivL'TgahlS 57ティティ属 CalJL'Cebusspp. 49
ホエザル属 Alouataspp.
49クモザル属 AtelessjP. 8ーリー
クモザル属 Brach,te/esspp. 3クー リー モンキー LagothrixL
P. 16オマキザル属 Cebusspp
. 84サキ属 Pitheciasj
P. 13ウアカリ属 Cacajaoca^W 1ゲルデイモンキー属 tJL'micogoeldL'
ピグミー マ-モセット属 CebueZla脚 aeuS
6マ-モセット属 CalIL'thrL'X
SPP. 59クマリン属 ■ Sagut'nusspp 86ライオ クマリン属 LeoTOPL'thecusrosa











ff料和名 学名 標本数食肉目 carnlvora 912
イヌ科 CmlL'dae 552■ネ
コ科 FelL'dae 23クマ U
rsidae 132アライグマ科 Po
gOnidae .5イタチ科 MLJ





oda吋la 349ウシ科 - Bvt
'dae 50シカ科
CeTVidae 38イノ
シシ科 Suidae 257ペッカリー 科 TLyaSuidae 3
不明 iTldet. 1函歯日 Rode
nti8 68ネズミ科 MLJrdae 2
2リス科 ScJ'tJridae 33
テンジクネズミ科 Cavt'dae 3ヌー ト









袋目 Marst]pia]la 6オポッサム朴 Didelphidae 2







p所尽 職名 異動 内容
備考氏名
年月計生態機構 助手 橋本千絵 2004〟/16 採用 センター助手より国立精神 .神経センター神経研究所疾病研究第六部第三研究室長
-国立科学博物館より※センター 助教授 鈴木樹
理 2004/6/I. 昇任生態嘩構 教授
上原重男 2004/8/24 逝垂認知学習 助手 泉明宏 511 転
出形態進化 教授 遠藤秀紀 2005/2/
1 転任遺伝子情報 教授 竹中修 2005
/3/3. 逝去集団遺伝 教授 ∵庄武孝義 ､
2005/3/31 定年※センター :人類進
化モデル研究センター7.海外渡航所属 職名 氏名 種別 期間' 目的国 ー 目●的系統発
生 助手 高井正成 出張. 2004/4/14-4/19 アメリカ合衆国 アメリカ人類学会出席.発表認知学習生態機構 教授教授 正高信男M.A.Hu瓜mn 研修 27 522 6 4 フランス共
和国,イタリア共アメ カ合衆 第 4回ソニーラーニングワークショップ出席.研究打合せ研究連絡 .学位審査会出席生態機構 助手 橋本千絵 出張 2004/5/2-5/ll ドイツ連邦共和国‥.
オランダ王国マレーシア 研究連絡 .国際会談出席集団遺伝 助手 田中洋之 出張 2004/5/14-5/25 熱帯林生物多様性総合調査野外施設 . 教授 渡連邦夫 研修 64p イ ン ドネ シア共和国,タイトルコ共和 ,フ ス共和国ドネシア共和国 スラクエシマカク調査.カニクザル調査国際考古動物学 西南アジア分科会 DNA分析分科会出席,発表 .研究連絡色盲ザルの研究打合せ,捕
獲調査打合せテナガザルの行動学的研究系統発生こ行動 現 助手教授
本郷一美三上章允 出張 2004/5/21-6/22614 0認知学習 教授 正高信男 2 71 インドネシア共和国形態進化行動発現 助教授手 . 清田穣脇 其清 研修 r78-8/8716
タイ王国,ラオス,ミャンマー,ベ トナムポル トガル共和国 マカク類分布調査第 4.回欧州神経科学会学会参加 .発表ミャンマー中央部の洞窟における霊長類化石
の発掘調査マントヒヒの生態調査系統発生社会構造 助手教琴 I 高井正成森明細 出張 2004〝/15-7/287 831 ミャンマー連邦共和国サウジアラビ
ア王国行動発現 教授 三上孝允 出張 2004〃/24-8
所属 職名 氏名 種別 期間 目的
国 目的器官調節生態機柄 助手 河水慶子橋本千絵 出張 2004/8/1-8r73 ll/6 カナダウガンダ共和国 卵 37回 Society fortheStudyofReproduction出席,研究発表野生チンパンジーの生態学的調査牧畜に関する野外調査及び新石音別寺代追跡の発掘調査節 20 国際霊長類学会出席 .研究発表.研究連絡マックスブランク進化人類所見学.研究打合せ.描演,第 20回国際霊長類学会出席 .発表, 連絡韓国国立霊長類 センター開 式出
席カニクイザルの調査 .系統発生 助手 本郷一美 出張 2004
/8/12-9/29 トルコ共和国行動発現 教授 三上孝允 出張
/8/18-8/29 イタリア共和国思考言語遺伝子情報弗団遺伝 教授教授 友永雅己竹中修 研修 S/19-8/298 1 ドイツ連邦共和国,大韓民国
川本芳 出張 2004/8/21-8/28 インドネシア共和国生態機構思考言語集団遺伝 助教授教授手 M.A.HuJhan松沢哲郎田中洋之 研修 9ll㌔ 2侶 30 タリア共和国 第 20回国際霊長類学会出席,研究連絡.チンパンジーの生憶調査.発表.研究連絡,チンパンジー.フサオマキザルの道具使用に関するワークショップ出席博物館所蔵の 化石の視索 .計測20回国際霊長類学会,12血Intemational Congress ofEd∝血 logy出席 .発表ならびに霊長類細胞遺伝学.比較
ゲノム会談に出席 .発表節 20回国際霊長類学会出席 .発衣施設見学及び研究打合せ系統発生 助手 高井正成 由張 2004/8/22-9/6 イタリア共和国,フランス .ポル トガル共和国･器官調節センター 教授客員教授 滑水慶子平 啓久S.Srikantha 出 5.3 14 830景山節
2004/8/29-9/6 ドイツ連邦共和国,オランダ王国
ランダ王国オ｢ス トラリア連邦センダー 助教授 鈴木樹理 出張 2004nU29-9/6 施設見学及び研究打合せ行軌発現 教授 三上串允 . /8/30 5L 第 16回国際眼研究学会
出席 .発
所属 職名 氏名 種別 期間 目的
国 目的社会構造 . 助教授 大将秀行 出張 2004/10/1-10/29 タイ王国 東南アジアのマカク類の分布調査及び研究打合せ研究打合せ,資料収集スラクエシマカクの継続調査北京原人第-頭蓋骨発見 75周年記念シンポジウム出席 .
発表講演及び研究連絡生態機構野外施設 助教轟授 M.A.Hu丘nan波速邦夫 出張 2004/10/10-ll/15 1026 スリランカ民主社会主義共和国,中華人民共和国インドネシア共和国形 進化系統発生 手 囲松豊高井正成 研修 7 2
8-10/24 中華人民葵和国アメリカ合衆集団遺伝 教授 庄武孝義 出張 2004/10/23 ll9 サウジアラビア王国 ヒヒ類の重層
社会の進化につい七の集団遺伝学的研究国際シンポジウム出席野外施設 助教授
渡連邦夫 -lfJ 2004/10/27-.10/30 大韓民国遺伝子情報系統発生 ■ 助手 浅
間一雄 研修 2004/10/27-10/30 大韓民国 国際シンポジウム出席甲手 本郷 美 出張 ll13 ll21 ベ トナム社会主義共如国スイス連邦 動物骨の資料収集と計測,サンプル 調整 .研究連絡博 館所蔵の資料調査及び研究連絡マカク類分布 捕獲調 研究打合せ,資料収集化石標本 及び研究連絡遺跡出土霊長類骨格資料の計測生 多様性保護と森林の炭素貯留に関するワークショッ 参加ザル 捕獲
び研究打合せ野生チンパンジーの生態学的調査
生態調査タイ中新世の化石調査系統発生 教授 茂原信生 出撃. 2004/ll/15-ll/24形態進化 助教授苧 溝田穣囲松豊 張 I研庭
/14-12/182004/ll20 6 タイ王国,ミャンマー連邦,ベ
トナム社会主義共和国フランス共和国系統発生 助 2 4 ド ツ 共和国集団迫伝センター
助手 田中洋之後藤俊± 研修出張 2004/ll/23-ll/2830 120 マレーシアタイ王国生態機構
橋本千絵 研修 2004/ll/30 --
05/1/42042/10 -
5/I/ll200412/18-12/27 ウガンダ共和国思考言語 教授 松沢哲郎 出撃 ､ギニア共和国形態進化 助手 ■ 園松豊 研修 タイ王国生 機構 教授 M.A.Hu缶nan固 張 5-1/2813-3/l ンザニア連合共和国ケ主 チンパンジーの生態調査
,研究連絡東アフリカの中新世霊長類化石調査テナガザル亜種間の音声知
覚に関す
所属 職名 氏名 種別 期間 目的
国 目的生態機構 助手 橋本千絵 研修 2005/2/3-3/2 ウガンダ共和国 野生チンパンジーの生態学的調査研究打合せ,調査データの分析盟長類化石の発掘調査.標本比較調査色盲ザルの行動実験及び研究打合せ 及び野生 イワンザルの
行動調査晴乳類標本調査形態進化系統発生 助教授手 杭田穣高井正成 出張 2005/2/2-2/9ll-2/27 タイ王国.ラ
オス人民民主共和国ミャンマー連邦行軌発現 教由 三上帝允 出張 2
005/2/18-2/23 イン ドネシア共和国生懐機構 助教授 M.A.
HuLhan 研修 3 315 台湾倍 教授
遠藤秀紀 研修 2005/3/ll-3/19 _マダガスカル共和国形態進化免田遺伝 助敏授教 溝田穣川本芳 出張 14 4 タイ





2004年 10月 18日～10月 19日
(霊)茂木健一郎 ((樵)ソニーコンピュータサイエン
ス研究所 ･シニアリサーチャー)
r認知神経科学｣
2004年11月30日～12月 1日
(哩)松井智子 (国際基督教大学教養学部 ･準教授)
｢語用論からみた言語の変化｣
2004年 12月2日～12月3日
(理)粕谷英一 (九州大学理学部 ･助教授)
r生協学と新しいデータ解析の方法｣
2004年12月21日～12月22日
(孤):理学研究科枠 (塞):霊長類研究所枠
9.リサーチ ･アシスタント (R･A)
氏名 採用期間
倉岡康治
深谷もえ
山本亜由美
山田彩
猿抜正則
細川舟之
2004年4月 1日～2005年3月31日
2004年4月 1日～2005年3月31日
2004年4月 1日～2005年3月31日
2004年4月 1日～2005年3月31日
2004年4月 1日～2005年3月31日
2004年4月 1日～2005年3月31日
10.ティーチング･アシスタント (T･A)
霊長頬学系科目に係るもの
氏名 採用期間
木場礼子 2004年6月･1日～2005年3月31日
東濃篤徳 2004年6月 1日～2005年3月31日
託見健 2004年6月 1日～2005年3月31日
全学共通科目に係るもの (霊長類学のすすめ)
氏名 採用期間
鈴木智起 2004年6月 1日～2004年7月31日
山本真也 2004年6月 1日～2004年7月31日
鈴木真理子 2004年6月 1日12004年7月31日
打越万喜子 2004年6月 1日～2004年7月31日
全学共通科目に係るもの (霊長類学の現在)
氏名 採用期間
東濃紫徳 2004年9月 1日～2004年9月30日
権田絵里 2004年9月 1日～2004年9月30日
託見健 2004年9月 1日～2004年9月30日
木場礼子 2004年9月 1日～2004年9月30日
鈴木智起 2004年9月1日～2004年9月30日
-16-1
